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Transcription factor AP-1 (Activator protein 1;AP1;Proto-oncogene c-Jun;V-jun avian
sarcoma virus 17 oncogene homolog;p39)
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	応用
	抗原情報
	背景
	細胞局在：核。機能：エンハンサーヘプタマーモチーフ5'-TGA[CG]TCA-3'を認識し、結合する転写因子。,PTM：リン酸化により転写活性が促進される。PRKDCによってリン酸化される。,類似性：bZIPファミリーに属する。,類似性：bZIPファミリーのJunサブファミリーに属する。,類似性：1つのbZIPドメインを含む。,サブユニット：FOSまたはBATF3のいずれかとヘテロ二量体を形成する。HIVEP3と相互作用する（類似性による）。SMAD3/SMAD4ヘテロ二量体と相互作用する。MYBBP1A、SPIB、TCF20と相互作用する。COPS5と相互作用し、間接的にリン酸化を引き起こす。DSIPIと相互作用し、この相互作用により活性型AP1と標的DNAの結合が阻害される。,
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	PC-12細胞ライセートのウェスタンブロット解析（c-JunウサギmAbを使用）。抗体の検出にはHRP標識ヤギ抗ウサギIgG抗体を使用した。

